
熊本地震から　 年。
これまでの復興の歩み

復興に向けたこれからの取り組み

復興のその先を見据え、
「新たなステージ」へ

〈応急仮設住宅等入居世帯数の推移〉 各校区で校区防災連絡会が立ち上がっています！

地域・行政・施設が連携し、
災害時には迅速に避難所を開設・運営します。

平時

小学校や公民館など市指定避難所

市災害対策本部 区対策部

公園・広場等 在宅避難者

屋外（車中）
避難者

設置率92.7%　2021年1月31日時点

地域コミュニティ
センター等

地域
（校区自治協等）

地域在住の
市職員

施設管理者
（学校長または代表者）

被災者の生活再建に
向けたトータルケア

観測史上初、震度７の地震が２回発生

発生日時
2016年４月14日 午後9時26分
震源地
熊本県熊本地方 深さ11km
規模 マグニチュード 6.5

被害概要（熊本市の状況）

熊本地震の概要

人的被害
（2021年2月28日時点）

死　　　者
重　傷　者

住家被害
※り災証明交付件数
（2021年2月28日時点）

全　　　壊
大規模半壊
半　　　壊
一 部 損 壊
　　 計

避難所・避難者数 避　難　所
避 難 者 数

88人（直接死6人、関連死82人）
771人（重度の障がい者6人を含む）
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単位：世帯

5,764件
8,972件
38,960件
82,923件
136,619件

267箇所（最大）
110,750人(最大)

前震4.14
発生日時
2016年４月16日 午前１時25分
震源地
熊本県熊本地方 深さ12km
規模 マグニチュード 7.3

本震4.16

６月21日
９月15日
９月29日
10月14日

建設型応急住宅（プレハブ仮設住宅）への入居開始
市内すべての避難所を閉鎖
すべての建設型応急住宅が完成（全９団地、計541戸）
「熊本市震災復興計画」を策定

福祉支援の充実

復旧・復興年表

11わずか28時間の間に最大震度７が２回、震度６の地震が５回、
余震の累計は4,000回超となる観測史上初の大災害でした。

引き続き、被災者が安心して自立的な暮らしを送ることができるよう、生活再
建に向けた総合的な支援に取り組みます。

防災・減災の
まちづくり22

熊本地震の経験と教訓を生かし、ハード・ソフト両面から市民・地域・行政の災
害対応力のさらなる向上に取り組み、災害に強いまちづくりを推進します。

熊本地震の記録と
記憶の伝承33

熊本地震の記憶の風化を防ぎ、次世代へ経験と教訓を伝承すると
ともに、防災・減災に関する知見を広く国内外へ発信します。

地域の特性を生かした「避難所
開設・運営マニュアル」の整備や
訓練の実施などを行い、普段か
ら連携体制を強化しています。

応急仮設住宅等退去後も切れ目の
ない福祉支援を提供します。

熊本地震で液状化被害が発生した地区のうち、地域住
民の意向があった地区について、再度災害防止のため
の対策工事を実施しています。

食料備蓄は最低でも３日分、できれば１週間分用意しましょう！

近見地区の宅地液状化防止事業を行っています

住まい再建後も切れ目なく支援を行います

2022年度中 工事完了予定

今一度確認を！災害への備え、できていますか？
「いざ」という時のために、家族で災害時の行動や備えについて話し合って
おきましょう。

水は1人１日およそ３ℓ必要です。主食、缶詰やレトルト食品などの主菜、副菜
なども備蓄しておきましょう。また、赤ちゃんに必要なミルクや紙オムツのほ
か、衛生用品などは日頃から多めにストックしておくと安心です。

ハザードマップを活用し、災害時の避難行動を確認しておきましょう
洪水や土砂崩れなどの災害リスクを一度に確認できる「熊本市ハザードマッ
プ」を公開しています。身近な人と一緒に自宅や学校、勤務先のほか避難場
所までの経路をチェックし、事前に避難行動を決めておきましょう。

副読本を活用した防災教育を推進しています！

副読本「つなぐ」を作成

これまで10,000人以上が参加

復興手記集「声」を制作

熊本地震などの自然災害に
関する市のできごとやデー
タをさまざまな角度から取
り上げており、2018年度か
ら小中学校の教材として活
用しています。

VRを活用した体験型防災学習を行っています！

地震、火災、風水害のパターンを網羅し
ており、小学校や地域の防災訓練などで
活用しています。

購入方法
◎インターネット
　販売サイト
　「Amazon」ほか
販売金額2,200円（税込）

詳しくは
コチラから

復旧・復興に尽力した関係者の
今だから言える、未来に残した
い「声」を集めました。

地域コミュニティの活性化
新たな地域での交流の機会づくりや
コミュニティ形成支援による孤立防
止に努めます。

2016年

４月５日
12月13日

熊本城天守閣復旧工事に本格着手
熊本市で初めての災害公営住宅の建設に着工

2017年

２月５日
10月22日
12月22日

熊本市民病院再建事業の工事着工
被災家屋の解体・撤去（公費解体）がすべて完了
熊本市動植物園の全面開園

2018年

１月31日
８月

10月1日
10月5日
11月22日
12月1日

熊本市最初の災害公営住宅が完成
宅地液状化防止事業による工事開始（南区近見地区）
熊本市民病院が開院
熊本城特別公開 開始
すべての災害公営住宅が完成
桜町地区再開発施設 全館開業

2019年

3月
6月１日

インフラ・施設、農水産業の復旧がおおむね完了
熊本城 特別見学通路開通

2020年

３月20日
４月26日

熊本駅白川口駅前広場が完成
熊本城 天守閣内部公開 開始（予定）

詳しい復興の軌跡は市HPで紹介しています。

復興にご尽力いただいた方のインタビューを
まとめた動画などを配信中！

2021年

2017年

５月 11月

2018年

５月 11月

2019年

５月 11月

2020年 2021年

５月 11月 2月

保健師等による見守り支援

液状化対策（地下水位低下工法）工事の様子

災害公営住宅入居後の交流会

2021年4月
熊本市長　
大西 一史

　熊本地震の発災から５年の節目を迎えます。この間、本市は多くの皆さまからのご支援とご協力をいただきながら、復旧・復興に全
力で取り組んでまいりました。最大約１万２千世帯に及んだ仮設住宅等への入居者も現在99％以上の方が住まいを再建され、イン
フラ・施設等の復旧も着実に進んでまいりました。こうした今日の本市の復興は、国内外の皆さまからのご支援、そして市民・地域・行
政が総力を結集し、取り組んできた結果であると確信しております。本市は、今後もこのような「人と人とのつながり」を大切に、復興
のその先を見据え「新たなステージ」へ挑んでまいります。引き続き、皆さまのご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

熊本地震の記憶を
発信しています！

徐々に減少

避難所運営委員会

校区防災連絡会

災害時

延べ入居世帯数
11,988世帯

恒久的な住まいへの
移行率 99%超

2021年2月時点
入居世帯数32世帯

専門相談による
支援や公営住宅の
提供などを実施

情報収集
物資配分

「ローリングストック法（回転備蓄法）」がおすすめです

熊本市　復興、そして未来へ 検索

保存期間の長い
食品・加工品を備蓄

定期的に
消費

使った分だけ
買い足し

復興手記集　声　検索
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